
守
屋
い
つ
子�

議
員
（
日
本
共
産
党
）

松
浦　

波
雄�

議
員（
公
正
ク
ラ
ブ
）

久
野　

由
美�

議
員
（
公
明
党
）

保
険
料
引
上
げ
反
対

子
育
て
支
援
を
評
価

不
当
な
拘
束
防
ぐ
条
例

反対

賛成

賛成

平
成
30
年
度
音
更
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
及
び
関
連
議
案

平
成
30
年
度
予
算
及
び
関
連
議
案

　

安
倍
政
権
の
、
社
会
保
障
削

減
の
シ
ビ
ア
な
給
付
抑
制
と
負

担
増
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、

介
護
保
険
制
度
で
あ
る
。

　

町
は
、
第
７
期
（
平
成
30
～

32
年
度
）
第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
を
基
準
額
で
月
額

２
５
０
円
引
き
上
げ
５
１
０
０

円
と
提
示
。
音
更
町
は
、
第
１

期
保
険
料
は
２
８
０
０
円
で
ス

タ
ー
ト
し
第
７
期
で
５
１
０
０

円
、約
１
８
２
％
の
引
き
上
げ
。

町
は
、
12
の
所
得
段
階
に
細
分

化
し
保
険
料
を
設
定
し
て
い
る

が
、
無
収
入
で
も
保
険
料
負
担

が
あ
り
、
非
課
税
の
方
で
も
、

課
税
の
家
族
と
同
居
な
ら
高
く

な
る
。
３
年
ご
と
の
保
険
料
引

き
上
げ
は
、
年
金
引
き
下
げ
が

　

平
成
30
年
度
予
算
総
額
は
、

平
成
29
年
度
比
０
・
１
％
増
の

３
３
２
億
４
２
３
１
万
円
と
な
っ

た
。
一
見
大
型
と
見
え
る
予
算

だ
が
、
高
齢
人
口
の
増
加
に
伴

う
義
務
的
経
費
が
多
く
、
政
策

に
よ
っ
て
自
由
に
使
え
る
余
地

は
限
ら
れ
る
。
こ
の
厳
し
い
条

件
の
中
、
住
民
税
課
税
世
帯
小

中
学
生
の
入
院
な
ど
の
医
療
費

無
償
化
、
町
独
自
の
保
育
料
軽

減
、
ス
マ
ホ
世
代
の
母
親
に
対

応
し
た
電
子
母
子
健
康
手
帳
の

導
入
、
入
学
準
備
金
の
入
学
年

度
開
始
前
支
給
な
ど
子
育
て
支

援
対
策
が
充
実
。
経
済
対
策
で

は
、
魅
力
発
信
エ
リ
ア
構
想
の

実
現
に
向
け
、
先
手
を
打
っ
た

周
辺
道
路
の
整
備
、
十
勝
が
丘

公
園
再
整
備
事
業
、
空
き
家
を�

活
用
す
る
短
期
移
住
体
験
事
業
、�

続
く
中
、
年
金
生
活
者
に
と
っ

　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

は
、
世
代
間
・
世
代
内
の
公
平

性
を
確
保
し
つ
つ
、
制
度
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、

介
護
保
険
料
率
の
改
定
が
な
さ

れ
る
も
の
。
こ
の
度
の
介
護
保

険
料
率
改
定
も
、
介
護
保
険
事

業
等
運
営
協
議
会
の
審
議
、
答

申
を
経
た
も
の
で
あ
り
、
介
護

保
険
準
備
金
か
ら
１
億
７
５
０

０
万
円
の
取
り
崩
し
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。
保
険
料
率
抑
制

に
努
め
て
い
る
。
40
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
第
２
号
被
保
険
者
は
、

負
担
の
１
ポ
イ
ン
ト
引
き
下
げ

が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
介
護
福

祉
士
の
処
遇
改
善
に
使
わ
れ
る

点
か
ら
み
て
も
、
必
要
な
条
例

改
正
と
判
断
す
る
。

　

議
案
第
29
号
は
、
反
対
理
由

と
さ
れ
て
い
る
身
体
的
拘
束
に

つ
い
て
、
介
護
施
設
で
高
齢
者

へ
の
不
当
な
身
体
的
拘
束
を
防

ぐ
た
め
の
規
制
強
化
で
あ
る
。

日
本
で
身
体
的
拘
束
は
、
本
人

や
周
り
が
危
険
で
あ
る
場
合
や

ほ
か
に
手
段
が
な
い
時
、
一
時

的
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

て
は
死
活
問
題
。
町
は
軽
減
策

拡
充
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
な
ど
の
努
力
を
す
べ
き
。
引

上
げ
は
す
べ
き
で
な
い
。

　

議
案
第
29
号
の
、
介
護
施
設

な
ど
に
お
い
て
、
身
体
拘
束
の

対
策
を
強
化
す
る
条
例
の
一
部

改
正
で
は
、
ま
ず
は
身
体
拘
束

を
く
い
止
め
る
た
め
の
人
員
配

置
な
ど
の
改
善
策
が
必
要
。
規

則
だ
け
を
強
化
し
て
も
、
拘
束

を
容
認
す
る
も
の
と
な
る
。
賛

成
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
音
更
町
で
は
日
常
的

に
身
体
的
拘
束
が
行
わ
れ
て
い

る
事
実
は
な
い
。
不
当
な
身
体

的
拘
束
や
虐
待
を

無
く
す
た
め
の
条

例
改
正
で
あ
る
。

そ
し
て
農
業
者
を

守
る
大
豆
産
地
活

性
化
対
策
事
業
な

ど
、
細
部
に
わ
た
っ

て
目
配
り
さ
れ
た

予
算
と
思
う
。
こ

れ
は
町
が
町
民
各

層
と
の
膝
を
交
え

た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
意
見
を
汲

み
上
げ
た
成
果
と

評
価
す
る
。
町
民

が
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
た
い
と

実
感
で
き
る
よ
う

「
み
ん
な
で
ま
ち

づ
く
り
」
を
期
待

し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

　

定
例
会
最
終
日
、
平
成
30
年
度

当
初
予
算
案
と
関
連
す
る
議
案
に

対
し
、
反
対
及
び
賛
成
の
討
論
が

そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

議
案
審
議

で
討
論

大
野
　
晴
美

方
川
　
克
明

山
川
　
光
雄

堀
江
　
美
夫

大
浦
　
正
志

神
長
　
基
子

重
堂
　
　
登

守
屋
い
つ
子

加
藤
　
治
夫

平
山
　
　
隆

坂
本
　
夏
樹

榎
本
　
　
基

久
野
　
由
美

松
浦
　
波
雄

鴨
川
　
清
助

山
本
　
忠
淑

宮
村
　
　
哲

上
野
　
美
幸

髙
瀬
　
博
文

（
議
　
　
長
）

佐
藤
　
和
也

議 案
第 4 号 平成 30 年度音更町介護保険特別会計予算
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議 案
第27号

音更町介護保険等の実施に関する条例の一部
を改正する条例案

議 　 案
第29号

音更町指定介護予防支援等の事業の人員及び
運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法の基準に関す
る条例等の一部を改正する条例案
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